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平成１９年度第６回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
 
日時：平成 20 年 3 月 12 日(水) 13 時 00 分～14 時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 2 階 
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
プラズマ技術によるナノスケール処理技術に関する研究 
 
 ナノデバイスは次世代のキーデバイスとして注目されているが、ナノスケールの系統的
な処理技術は開発途上であり、製造面での課題が大きな問題となっている。現在、ナノス
ケールの薄膜形成において、プラズマプロ
セスは不可欠なものとなっており、表面処
理や薄膜堆積を高スループットで行える
次世代装置の基礎技術が産業界から大学
等の研究機関に要望されている。本研究で
は、電力投入効率の良いマイクロ波を用い
たプラズマ源によるさまざまな薄膜の低
温での堆積について、成膜条件による均一
性や膜組成の変化について検討を行って
いる。 
 本報告では、まず、均一性および成膜性
能向上のために改造したマイクロ波励起
表面波プラズマ装置による実験について
紹介する。そして、並行して研究を進めている大面積処理が可能なマイクロ波ラインプラ
ズマに関する研究成果についても報告する。さらに、従来の試行錯誤的な条件設定ではな
く、シミュレーションを用いた系統的な製膜技術の確立を目指して実施している FDTD 法
に基づく数値解析についても報告する。 
        客員教授 古川 雅一 
(アリエース・リサーチ有限会社 代表取締役) 
電気電子工学科 准教授 川口 秀樹 
ラインプラズマ点灯の状態 
平成１９年度第７回ＣＲＤセミナー 
日時：平成 20 年 3 月 17 日(月) 10 時 00 分～12 時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
総合テーマ：高靭性コンクリート及び高靭性軽量コンクリートを用いた構造部材の 
性能照査型設計に関する研究 
テーマ I：高靭性軽量コンクリートを用いた PC 梁のせん断耐荷性状に関する実験的研究 
（独）土木研究所 寒地土木研究所 研究員 栗橋祐介 
橋梁上部工等に軽量コンクリートを適用することにより，地震時における下部工や基礎への作用力が
軽減されるため，それらの部材断面の縮小が可能となり，建設コストの縮減が期待できる．また，上部
工を PC 構造とすることにより，さらなる軽量化が可能となる．しかしながら，軽量コンクリートは普
通コンクリートに比較して引張強度が小さいため，部材に適用する場合にはせん断耐力も減少する．本
研究グループでは，これまで，その対策として軽量コンクリートにポリビニルアルコール (PVA) 短繊
維を混入する方法に着目して，PVA 短繊維を混入した軽量コンクリート製 RC 梁の静載荷実験を実施し，
短繊維混入によるせん断耐力向上効果を確認している．しかしながら，PC 梁を対象とした検討は未だ
十分に行われていない．このような背景より，本研究では，PVA 短繊維混入率を変化させた軽量コンク
リート製 PC 梁の静載荷実験を行い，PVA 短繊維混入による PC 梁のせん断耐力向上効果を検討した． 
 
テーマ II：高靭性コンクリートを用いた RC 片持ち梁の静的および衝撃荷重載荷実験 
客員教授 三上 浩 
 (三井住友建設(株) 技術研究所主席研究員) 
落橋防止システムの１つである変位制限構造は，地震時における上
部工の水平移動の制御を目的に，橋台や橋脚の上面に設置される片持
ち梁部材であり，限られた断面寸法で大きな外力に抵抗することが必
要となる．従って，RC 構造とする場合には過密配筋となる傾向にあ
るが，PVA 短繊維の混入により過密配筋を回避することが期待でき
る．これまでの研究では，PVA 短繊維混入による RC 梁のせん断耐
力向上効果を実験的に確認しているものの，変位制限構造のようなせ
ん断スパン比が小さい片持ち梁への適用を想定した実験は行ってい
ない．このような背景より，本研究では，PVA 短繊維の混入による RC 
片持ち梁のせん断耐力向上効果を検討することを目的に，短繊維混入
やせん断補強筋の有無をパラメータとした静載荷および衝撃荷重載
荷実験を行った． 
 
テーマ III：高靭性コンクリート製 RC 梁の重錘落下衝撃挙動解析 
建設システム工学科教授 岸 徳光 
PVA 短繊維混入した RC/PC 部材の合理的な耐衝撃設計
手法を確立するためには，実験のみならず信頼性の高い数値
解析も実施し，より効率的に検討を進める必要がある．本研
究では，PVA 短繊維を混入した RC 部材の耐衝撃性を精度
良く再現可能な数値解析手法の確立を目的に，PVA 短繊維混
入 RC 梁を対象とした三次元弾塑性衝撃応答解析を行い，実
験結果との比較によりその妥当性を検討した．特に，PVA 短
繊維混入コンクリートのモデル化においては，短繊維混入に
よるコンクリートの引張靱性能向上効果を簡易かつ合理的に
再現するため，コンクリート要素の分割境界面部に PVA 短繊
維の架橋効果を考慮したシェル要素を配置する方法を新たに
提案している．数値解析の結果，本研究で提案した数値解析
手法は，短繊維混入 RC 梁の耐衝撃挙動を概ねシミュレート
可能であることが明らかになった． 
重錘落下衝撃実験の状況 
ひび割れ分布性状に関する実験および 
解析結果の比較 
（解析結果の緑色部はひび割れ発生位置） 
(a) 短繊維混入率 0 % (衝突速度 5 m/s)
(b) 短繊維混入率 3 % (衝突速度 9 m/s)
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